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消費税増税で
　４月から公共料金が値上げラッシュに

　
改
選
後
初
め
て
の
一
二
月
定
例
会
は
、
一
二
月
六
日
開
会

一
三
日
ま
で
の
八
日
間
の
日
程
で
開
催
し
ま
し
た
。
条
例
改

正
一
〇
件
、
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
三
件
を
原

案
通
り
可
決
。
請
願
一
件
は
不
採
択
、
陳
情
二
件
は
採
択
、

議
員
発
議
の
意
見
書
二
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
六
議
員
が
お
こ
な
い
、
村
政
の
課
題
な
ど
を

た
だ
し
ま
し
た
。

　
平
成
二
五
年
度
一
般
会
計
補
正
後
の
総
額
は

三
九
億
九
一
○
○
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

条
例
改
正

・
山
田
温
泉
使
用
に
関
す
る
条
例

・
奥
山
田
温
泉
条
例

・
森
林
ス
ポ
ー
ツ
公
園
温
泉
条
例

・
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例

・
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
設
置
条
例

・
高
山
村
営
水
道
条
例

・
高
山
村
下
水
道
条
例

・
高
山
村
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例

・
高
山
村
営
住
宅
等
管
理
条
例

・
高
山
村
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業

　
分
担
金
に
関
す
る
条
例

追加された主な事業 金　額

小水力発電事業化調査委託料 　３００万円

ふるさと創生基金積立金 ２６８０万円

村議会議員一般選挙費 ▲３００万円

保育所運営一般経費 ２１００万円

急傾斜地崩壊対策事業工事負担金 ３２５万円

文化財保護一般経費 　　３６万円

給食施設修繕費 　１６０万円

農業施設等災害復旧費 ６１７０万円

林業施設等災害復旧費 　８４０万円
台風 18 号の大水災害により明治沖水
路取り入れ口付近（白線部分）が崩
落し災害復旧費に計上されました。

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
一
億
三
〇
〇
〇
万
円
の
追
加

延滞利息を低金利時代に合わせ
て引き下げるものです。
全員賛成で可決しました。

４月から実施予定の消費税増税
のため、消費税率を５％から
８％に改正するものです。
賛成８反対２で可決しました。
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みなさんからの
   請願・陳情 はこうなりました

12 月定例会で審査した請願・
陳情の委員会意見と、本会議
での採択の結果を報告します。

請願・陳情の
内　容 陳情者 委員会の意見・結果 付　託

委員会
委員会
結　果

本会議
結　果

消費税の増税中止
を求める請願書

須坂・北信濃民主商工会
高山支部　宮川光男

・国の財政が厳しい中で、社会保障
に充てるための財源確保は必要だ。
・国民のふところを豊かにしなけれ
ば経済の発展は無い。

賛成１反対３により不採択

総務文教 不採択 不採択

集団的自衛権に関
する憲法解釈を変
更することに反対
の意見書提出を求
める陳情書

高山村憲法九条の会
事務局 　中村雪子
　　　　外 152 名

・現行法の解釈で国際貢献もでき
る。集団的自衛権に関する憲法解釈
は今のままで充分。
・戦争に巻き込まれる可能性がある
憲法解釈の変更に反対だ。

全員賛成により採択

総務文教 採　択 採　択

「特定秘密保護法」
に反対の意見書提
出を求める陳情書

高山村憲法九条の会
事務局 　中村雪子
　　　　外 157 名

・各省庁が個別に秘密を管理してい
たものを統一的に管理する方向は賛
成だ。
・何を秘密にするのか国民に知らさ
れていないことが問題だ。知る権利
を否定するもので反対。
・報道機関の調査でも８割以上が問
題であるとしている。

賛成３反対１により採択

総務文教 採　択 採　択

意 見 書 意見書の提出を求める陳情を採択した場合、議会の議決を経て関係機関
に提出します。

集団的自衛権に関する憲法解釈を
変更しないことを求める意見書

　国の安全保障政策は、立憲主義に基づき、憲法前文と第
９条により策定されることは当然のことであり、その時の
政府判断で憲法解釈を変更することは、あってはならない。
国におかれては、集団的自衛権に関するこれまでの政府見
解を堅持し、集団的自衛権の行使に繋がる憲法解釈の変更
を行わないよう強く求める。

可　決

特定秘密保護法に反対する意見書

　法律が成立したが、この法律では、長の判断で軍事・外
交に係る情報や政府・警察の不正に関する情報等が特定秘
密に指定され、隠匿されてしまう危険性が有る。国民の知
る権利や言論の自由に対する侵害と合わせ、民主主義の根
幹を破壊する重大な内容を持つ、特定秘密の保護に関する
法律に強く反対する。

可　決
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梨 本  修 造  議 員

を
買
い
、毎
年
五
〇
ヘ
ク
タ
ー

ル
く
ら
い
切
り
出
し
て
集
成

材
や
木
炭
、
木
酢
液
な
ど
の

生
産
の
ほ
か
バ
イ
オ
マ
ス
燃

料
と
し
て
使
っ
て
い
ま
す
。

　

高
山
村
の
場
合
、
小
学
校
、

中
学
校
、
役
場
、
公
民
館
な

ど
の
公
共
施
設
で
暖
房
な
ど

に
使
う
灯
油
量
と
金
額
は
ど

の
く
ら
い
か
。

答
弁
（
牧
産
業
振
興
課
長
）

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
福
島

第
一
原
発
の
事
故
を
契
機
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
地
域
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
利
用
が
大
き
く
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

長
野
県
は
全
国
第
三
の
森

質
問　

今
ま
で
気

づ
か
な
か
っ
た
こ

と
で
す
が
、
周
囲

の
山
々
は
宝
の
山

だ
と
い
う
こ
と
が
分
り
ま
し

た
。

　

既
に
林
業
に
力
を
入
れ
て

い
る
地
域
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
中
で
も
岡
山
県
の
中
国
山

地
に
囲
ま
れ
た
真
庭
市
で
は

木
材
の
利
用
過
程
で
出
る
木

く
ず
を
使
っ
て
発
電
し
、
余

剰
電
力
を
売
電
し
て
利
益
を

得
て
い
る
会
社
も
出
て
い
ま

す
。

　

循
環
型
森
林
経
営
を
掲
げ

る
北
海
道
の
下
川
町
で
は
、

戦
後
、
間
も
な
く
国
有
林
地

の
利
用
を
ぜ
ひ
村
の
後
期
総

合
計
画
に
入
れ
る
べ
き
で
あ

る
が
、
ど
う
か
。

答
弁　

大
切
な
問
題
な
の
で
、

審
議
会
に
諮
り
、
研
究
し
て

い
き
ま
す
。

林
面
積
を
有
し
て
い
る
が
、

平
成
二
三
年
度
で
は
素
材
生

産
量
で
は
全
国
一
九
番
目
で
、

民
有
林
の
年
間
成
長
量
一
九

〇
万
立
方
メ
ー
ト
ル
に
対
し
、

素
材
生
産
量
は
一
五
万
六
〇

〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
で
八
％

の
利
用
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま

す
。

　

村
内
の
公
共
施
設
で
使
う

暖
房
用
の
灯
油
の
量
は
、
役

場
庁
舎
が
一
万
四
八
〇
〇

リ
ッ
ト
ル
を
筆
頭
に
合
計
五

万
五
四
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
、
購

入
金
額
で
四
九
六
万
七
〇
〇

〇
円
と
な
り
ま
す
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
四
億
六
二
五
九

万
カ
ロ
リ
ー
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
を
仮
に
杉
材
で
計
算
す

る
と
一
九
三
・
六
ト
ン
と
な

り
ま
す
。

再
質
問　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス

地域集中熱暖房を施
した新しい団地。暖
房も風呂も配管され
た温水で賄う。手間
いらずで若い人に人
気の団地という。只
今、隣に別の団地を
増設中です。（下川町）

土場（貯木場）の自走式チョッパー。
150cmくらいの長さの丸太を後部に入
れると前部から粉々にされて吐き出さ
れます。（下川町）

下川町五味温泉（町の公社で経営）の
木質ボイラーのホッパーにチップを投
入するダンプカー。この車で各所のボ
イラーに木質燃料を配っています。

村
の
山
は
宝
の
山
、
活
用
策
は
？

答   

審
議
会
に
諮
り
、
研
究
し
て
い
き
ま
す
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山 嵜  秀 治  議 員

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
見
直

し
が
必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

答
弁
（
久
保
田
村
長
）　

長
野

広
域
の
ご
み
処
理
は
、
国
・

県
の
計
画
に
合
わ
せ
「
ご
み
」

の
予
測
量
を
設
定
し
、
余
裕

あ
る
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

　

灰
溶
融
は
、
有
害
物
質
の

低
減
化
、
最
終
処
分
量
の
減

量
化
・
資
源
化
に
有
効
で
す
。

　

長
野
広
域
が
採
用
す
る
予

定
の
灰
溶
融
方
式
で
は
、
一

九
年
度
以
降
稼
働
し
た
一
〇

施
設
で
事
故
の
報
告
は
あ
り

ま
せ
ん
。

再
質
問　

灰
溶
融
施
設
で
は

事
故
が
相
次
い
で
い
て
、
未

完
成
で
危
険
と
い
え
ま
す
。

見
直
し
を
求
め
ま
す
。

答
弁　

建
設
の
実
施
段
階
の

中
で
、
広
域
連
合
で
も
十
分

配
慮
し
て
、
事
故
の
な
い
よ

う
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

質
問　

ご
み
処
理
は
、「
長
野

地
域
ご
み
処
理
広
域
化
基
本

計
画
」
で
、
広
域
で
処
理
す

る
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
型

の
焼
却
炉
で
は
大
量
の
ご
み

を
集
め
続
け
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

灰
溶
融
施
設
で
の
事
故
も

秘
密
を
指
定
、
関
係
す
る
公

務
員
や
民
間
人
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
丸
裸
に
し
、
秘
密
を

知
ろ
う
と
す
る
国
民
を
広
く

重
罰
で
処
罰
す
る
、
主
権
在

民
、
基
本
的
人
権
、
平
和
主

義
と
い
う
憲
法
の
基
本
的
原

則
を
こ
と
ご
と
く
覆
す
違
憲

立
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答
弁
（
久
保
田
村
長
）　

特

定
秘
密
の
範
囲
が
あ
い
ま
い

で
あ
る
こ
と
、
拡
大
解
釈
の

恐
れ
も
あ
り
、
慎
重
に
審
議

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、

今
後
国
民
の
不
安
や
懸
念
を

払
拭
で
き
る
よ
う
十
分
な
説

質
問　
「
何
が
秘
密
か
は
秘

密
」
と
し
て
政
府
が
勝
手
に

現在稼働中の長野市の焼却場です。新施設の日量 450 トン焼却炉もこ
の地区に予定されています

「秘密保護法」が国会で可決後も全国で「廃止」を求めて集会・
デモが行われています。
長野市でも 12 月 28 日、160 人が参加し集会・デモが行わ
れました。

灰
溶
融
施
設
で
事
故
が
報
告
さ
れ
て
い
る
、

見
直
し
が
必
要

違憲立法の
　「秘密保護法」は廃止を

答   

長
野
広
域
の
方
式
で
は
事
故
報
告
が
あ
り
ま
せ
ん

答   理解が得られる審議とは
　　　　　　　　　思っていません

明
責
任
を
果
た
し
、
理
解
を

得
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

再
質
問　

慎
重
に
審
議
さ
れ

た
と
考
え
ま
す
か
。

　

撤
廃
を
求
め
る
べ
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

答
弁　

国
民
の
中
で
理
解
が

得
ら
れ
る
審
議
と
は
思
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　

特
定
秘
密
は
国
の
防
衛
、

安
全
保
障
の
面
か
ら
必
要
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
ど
う
国

民
の
理
解
を
得
て
執
行
し
て

い
く
か
で
あ
っ
て
、
廃
止
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。
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西 條  正 純  議 員

用
す
る
た
め
須
高
三
市
町
村

で
共
同
運
用
が
出
来
な
い
か
。

答
弁
（
藤
沢
村
民
生
活
課
長
）

　

村
で
は
要
介
護
認
定
の
方

が
現
在
三
七
三
名
で
、
徘
徊

の
可
能
性
の
あ
る
方
は
三
人

く
ら
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
須

質
問　

住
民
が
連
携
し
て
行

方
不
明
者
を
探
す
た
め
に
、

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
利
用
し
た
「
徘
徊
・
行

方
不
明
の
緊
急
情
報
の
メ
ー

ル
配
信
シ
ス
テ
ム
」
は
出
来

な
い
か
。
ま
た
効
果
的
に
運

行
え
る
か
。
村
は
「
電
動
三

輪
車
」
と
表
記
し
て
い
る
が
、

一
般
的
な
「
電
動
車
い
す
」

が
適
当
で
は
な
い
か
。

答
弁
（
久
保
田
村
長
）　

電
動

車
い
す
は
、
道
路
交
通
法
で

は
歩
行
者
の
扱
い
で
す
。
今

ま
で
に
村
の
補
助
で
八
三
台

が
購
入
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
後
稼
働
し
て
い
る
か
は

把
握
が
難
し
く
、
調
査
は
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
も
配
慮
が
必

要
で
す
。
啓
発
は
、
須
坂
警

察
署
・
須
高
交
通
安
全
協
会

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
助
成
金

申
請
時
の
注
意
喚
起
、
販
売

店
の
交
通
ル
ー
ル
説
明
が
あ

り
ま
す
。
登
録
制
度
の
創
設

は
難
し
い
。

　
「
電
動
三
輪
車
」
の
名
称
は

「
電
動
車
い
す
」に
改
め
た
い
。

再
質
問　

秋
の
交
通
安
全
運

動
は
敬
老
の
日
に
近
い
の
で

「
電
動
車
い
す
は
歩
行
者
で

す
」
と
呼
び
掛
け
て
は
ど
う

か
。

答
弁　

秋
の
交
通
安
全
運
動

で
は
そ
の
よ
う
に
取
り
計

ら
っ
て
い
き
た
い
。

質
問　

村
内
の
電
動
車
い
す

使
用
者
の
把
握
や
登
録
制
度
、

交
通
ル
ー
ル
の
啓
発
活
動
を

電動車いすは段差が続く歩道は走りにくく、車道を走行してしま
うことになる。歩道改善には時間がかかってしまうため、まず交
通ルール順守で安全を守りたい。電動車いす使用者、自動車ドラ
イバーともに「電動車いすは歩行者」を認識する必要があります。

多くの市町村で「徘徊・行方不明者情報メール」が運用されおり、
「捜索用」のみも多い。様々な情報項目を用意するには時間もか
かるし、運用にも手間がかかる。まず「捜索用」のシステムを
構築し、漸次情報項目を増やしていけばよいのだが…。
（写真は各市町村のホームページから関連サイトをプリントしたもの）

徘
徊
・
行
方
不
明
の

　
　
緊
急
情
報
メ
ー
ル
配
信
を

電動車いすの安全対策として
　　　　　　交通ルールの啓発を

答   

行
方
不
明
者
の

　
　
　
捜
索
用
の
み
で
の
運
用
は
難
し
い

答   秋の交通安全運動で呼びかけていきたい

坂
市
や
信
濃
町
で
は
防
災
や

防
犯
な
ど
様
々
な
情
報
の

メ
ー
ル
配
信
を
し
て
お
り
、

受
信
登
録
者
を
増
や
す
た
め

に
は
徘
徊
・
行
方
不
明
者
の

み
で
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

　

須
高
三
市
町
村
で
の
共
同

運
用
は
技
術
的
に
は
可
能
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
ど
こ
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
用
す
る
か
、

ア
ク
セ
ス
方
法
や
シ
ス
テ
ム

改
修
の
必
要
性
な
ど
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。
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雨の中の下校風景。

この建物が公衆トイレと分かりますか？道路から見える表示がほ
しいですね。

答   

バ
ス
代
は
見
直
し
を
し
た
い

答   総合的に考えたい

畔 上  孝 一  議 員

減
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

教
科
活
動
の
バ
ス
代
は
そ

の
一
部
を
負
担
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
図
工
・
理
科
・
技

術
等
、
個
人
で
使
用
す
る
教

材
は
学
年
費
で
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

　

教
育
費
の
公
費
と
保
護
者

負
担
の
区
分
は
難
し
い
が
、

学
校
や
父
兄
等
の
意
見
を
お

聞
き
し
な
が
ら
考
え
て
い
き

た
い
。

再
質
問　

教
材
費
の
中
に
学

校
で
購
入
し
て
お
き
、
次
年

度
に
使
え
る
物
も
あ
る
の
で

は
。
教
科
の
バ
ス
代
は
是
非

公
費
で
お
願
い
し
た
い
。

答
弁　

バ
ス
代
は
今
後
見
直

し
を
し
た
い
。
教
材
費
も
含

め
学
校
の
経
費
に
つ
い
て
子

育
て
支
援
の
立
場
で
改
め
て

考
え
て
い
き
た
い
。

質
問　

須
坂
市
・
小
布
施
町

か
ら
山
田
温
泉
間
の
県
道
脇

の
公
衆
ト
イ
レ
に
、
観
光
客

の
車
か
ら
見
え
る
案
内
板
の

設
置
を
求
め
ま
す
。

質
問　

保
護
者
負
担
軽
減
、

子
育
て
支
援
に
小
中
学
校
の

学
年
費
の
社
会
見
学
等
の
バ

ス
代
、
理
科
教
材
費
等
は
公

費
（
村
費
）
で
。

答
弁
（
小
山
教
育
長
）　

こ
れ

ま
で
も
テ
ス
ト
代
を
公
費
負

担
に
し
、
保
護
者
の
負
担
軽

学
年
費
の
負
担
軽
減
を

公衆トイレの案内表示は

答
弁
（
久
保
田
村
長
）　

小
布

施
町
・
山
田
温
泉
間
の
青
少

年
セ
ン
タ
ー
隣
の
ト
イ
レ
・

原
宮
バ
ス
停
の
ト
イ
レ
は
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
利
用
者
や
児
童

生
徒
の
利
用
を
目
的
に
設
置

し
た
も
の
で
す
。

　

高
井
側
の
荒
井
原
城
山
公

園
・
牧
の
歴
史
民
俗
資
料
館

の
公
衆
ト
イ
レ
も
観
光
客
な

ど
一
般
車
両
の
方
の
利
用
は

想
定
し
て
お
ら
ず
冬
期
閉
鎖

を
し
て
い
ま
す
。

　

奥
山
田
ふ
れ
あ
い
広
場
に

表
示
は
あ
り
ま
せ
ん
が
地
元

の
皆
さ
ん
の
意
見
等
を
聞
き

考
え
て
い
き
た
い
。

　

一
般
車
両
の
た
め
の
案
内

板
は
沿
道
景
観
も
考
慮
し
、

総
合
的
に
考
え
て
い
き
た
い
。

再
質
問　

総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
県
道
沿
い
の
ト
イ
レ
も

児
童
生
徒
の
た
め
の
も
の
。

冬
期
の
利
用
は
？

答
弁　

冬
期
は
バ
ス
通
学
に

な
る
の
で
ど
の
程
度
利
用
が

あ
る
の
か
様
子
を
見
て
考
え

ま
す
。
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酒 井  康 臣  議 員

例
を
参
考
に
し
た
り
、
森
林

組
合
や
林
業
関
係
者
、「
た
か

や
ま
未
来
会
議
」
の
中
で
村

民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

今
後
の
施
策
に
反
映
し
て
ま

い
り
ま
す
。

質
問　

林
業
に
関
す
る
セ
ミ

ナ
ー
等
へ
参
加
す
る
住
民
に

対
し
て
財
政
的
支
援
が
必
要

で
は
な
い
か
。

答
弁
（
久
保
田
村
長
）　

電
柵

管
理
組
合
や
、
有
害
鳥
獣
駆

除
推
進
協
議
会
等
関
係
者
の

迅
速
な
対
応
と
電
柵
の
点
検

整
備
に
よ
り
、
侵
入
し
や
す

い
地
形
や
地
質
の
把
握
が
で

き
、
出
没
個
所
の
補
強
な
ど
、

効
果
的
な
侵
入
防
止
策
を
講

じ
て
、
熊
の
侵
入
を
防
げ
た

こ
と
は
、
今
後
の
有
害
獣
対

策
に
と
っ
て
大
き
な
成
果
で

あ
っ
た
。
村
民
の
人
命
を
最

優
先
に
対
策
を
講
ず
る
と
共

に
、
農
作
物
被
害
防
止
対
策

を
猟
友
会
、
警
察
消
防
、
学

校
関
係
者
と
連
携
し
、
電
柵

管
理
組
合
の
維
持
管
理
の
徹

底
に
よ
り
、
万
全
を
期
し
て

ま
い
り
ま
す
。

質
問　

第
五
次
総

合
計
画
後
期
計
画

に
反
映
で
き
る
林

業
の
振
興
施
策
は

有
り
ま
す
か
。

答
弁
（
牧
産
業
振
興
課
長
）　

村
全
体
の
約
八
五
％
を
山
林

で
占
め
る
本
村
に
お
い
て
林

業
の
振
興
は
、
産
業
振
興
の

柱
の
一
つ
と
し
て
、
先
進
事

質
問　

熊
の
侵
入
経
路
な
ど

獣
害
対
策
の
総
括
と
来
年
度

に
向
け
て
は
、
ど
の
よ
う
な

対
策
を
講
じ
ら
れ
る
の
か
。

答
弁　

支
援
策
の
必
要
性
に

つ
い
て
、
山
林
所
有
者
や
財

産
区
等
に
お
い
て
の
需
要
動

向
を
見
な
が
ら
、
森
林
組
合

や
林
業
関
係
者
と
と
も
に
、

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問　

林
業
の
活
性
化
策
を
、

行
政
主
導
で
始
め
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
る
が
、
具
体
策

を
検
討
し
て
は
如
何
で
す
か
。

答
弁　

成
功
事
例
は
、
地
域

住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協

力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
困
難

な
点
も
あ
る
が
、
可
能
性
に

つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

林
業
の
再
生
と
活
用
策
は

「来年度に向けた
　　　獣害対策」について

熊、イノシシに掘り起こされないように野石を積み重ね侵入を防いでいる。電気
柵下部の金網折り返し個所。

間伐の実施されていない杉林は、対岸の景色も見えず、杉がよろよ
ろと林立している。太陽の光がほしいようだ。

答   

関
係
者
と
と
も
に
検
討
し
ま
す

答   人命優先で対策を講じます
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村民集会のオープニングでコーラスを披露。文化芸術の拠点となる村民
ホールの早期建設を。

暖かな日差しの中、ブランド化を目指す高山ワインぶどうの剪定作業。農業と観
光の連携を図りながらＴＰＰからも守っていかなければならない。

涌 井  仙 一 郎  議 員

の
早
期
建
設
を
決
断
す
べ
き

時
を
得
て
い
る
と
考
え
る
が
、

今
後
の
対
応
と
お
考
え
を
。

答
弁
（
久
保
田
村
長
）　

国
内

は
も
と
よ
り
海
外
か
ら
多
く

の
方
々
が
来
村
い
た
だ
い
た

場
合
に
お
い
て
も
、
高
山
村

ら
し
い
文
化
的
な
拠
点
施
設

を
中
心
に
、
文
化
力
の
高
い

活
力
に
満
ち
た
文
化
振
興
が

図
れ
る
よ
う
、「
高
山
村
未
来

会
議
」
で
の
意
見
を
お
聞
き

し
な
が
ら
、
検
討
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
自

ら
が
参
加
し
て
生
き
が
い
を

み
い
だ
す
ソ
フ
ト
面
と
、
施

設
整
備
が
充
実
し
た
ハ
ー
ド

面
の
両
方
が
調
和
し
て
、
よ

り
質
の
高
い
文
化
芸
術
拠
点

を
村
民
の
み
な
さ
ん
と
共
に

作
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

村
の
様
に
高
齢
者
が
小
さ
な

農
地
を
耕
し
、
農
山
村
景
観

の
環
境
を
保
全
し
て
い
る
、

本
村
の
農
業
を
Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら

ど
の
よ
う
に
守
っ
て
い
く
の

か
村
の
考
え
を
お
尋
ね
し
ま

す
。

答
弁
（
久
保
田
村
長
）　

農
業

所
得
の
向
上
を
図
る
た
め
に

農
業
と
観
光
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
付
加
価
値
の
高
い

六
次
産
業
化
な
ど
、
第
五
次

総
合
計
画
の
二
七
年
度
か
ら

始
ま
る
後
期
基
本
計
画
の
策

定
に
向
け
た
未
来
会
議
な
ど

を
通
じ
、
村
民
の
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、

若
い
皆
さ
ん
に
魅
力
の
あ
る

農
業
の
振
興
を
図
っ
て
参
り

ま
す
。

質
問　

自
然
景
観
に
恵
ま
れ

た
本
村
は
「
日
本
で
最
も
美

し
い
村
連
合
」
に
加
盟
、
ア

ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
の
長
寿
村

と
し
て
、
先
進
的
に
取
組
み

知
名
度
、
文
化
力
を
更
に
高

め
る
の
に
千
載
一
遇
の
好
機

で
す
。
今
こ
そ
村
民
ホ
ー
ル

質
問　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
が
続
く

中
で
農
産
物
五
項
目
の
関
税

が
撤
廃
さ
れ
、
コ
メ
の
減
反

に
支
給
額
を
減
額
さ
せ
る
方

向
で
調
整
さ
れ
て
い
る
。
本

村
民
ホ
ー
ル
を
早
期
に
建
設
を

ＴＰＰから本村農業を
　　　　　どのように守るか

答   

皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討
し
ま
す

答   魅力ある農業振興をはかりたい
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議
会
人
事

昨
年
の
村
議
会
選
挙
後
に
、
臨

時
会
に
て
議
会
人
事
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

松本 　茂

内山 信行 篠原 尚元

涌井 仙一郎 宮川 登志一 西條 正純酒井 康臣

山嵜 秀治 水谷 　清 梨本 修造 畔上 孝一

民生産建 ◎
議会報編集
松川等酸性
雁田山採石

議長
総務文教

副議長
議会運営
民生産建
松川等酸性
雁田山採石 ○

総務文教 ◎
松川等酸性
雁田山採石 ◎

議会運営 ○
総務文教 ○
議会報編集
松川等酸性水 ○
雁田山採石

総務文教
議会報編集
松川等酸性
雁田山採石

民生産建
松川等酸性
雁田山採石
監査委員

民生産建
議会報編集 ◎
松川等酸性
雁田山採石

議会運営 ◎
民生産建
松川等酸性
雁田山採石

議会運営
民生産建 ○
松川等酸性水 ◎
雁田山採石

議会運営
総務文教
議会報編集 ○
松川等酸性
雁田山採石

◎＝委員長
○＝副委員長
議会運営＝議会運営委員会

総務文教＝総務文教常任委員会
民生産建＝民生産建常任委員会
議会報編集＝議会編集特別委員会

松川等酸性水＝松川等酸性水対策特別委員会
雁田山採石＝雁田山採石問題調査特別委員会

　

高
山
村
議
会
に
は
常
任
委
員
会
と
し
て

総
務
文
教
常
任
委
員
会
と
民
生
産
建
常
任

委
員
会
の
二
委
員
会
が
有
り
、
そ
の
ほ
か

に
特
別
委
員
会
が
三
委
員
会
あ
り
ま
す
。

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
の
役
割
は
村
の

条
例
で
次
の
よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ア　

総
務
課
に
関
す
る
事
項

　

イ　

会
計
室
に
関
す
る
事
項

　

ウ　

選
挙
管
理
委
員
会
に
関
す
る
事
項

　

エ　

監
査
委
員
に
関
す
る
事
項

　

オ　

教
育
委
員
会
に
関
す
る
事
項

　

カ　

人
権
推
進
室
に
関
す
る
事
項

　

キ　

議
会
事
務
局
に
関
す
る
事
項

　

ク　

他
の
常
任
委
員
会
に
属
さ
な
い
事
項

　

な
お
、
委
員
の
定
数
は
六
名
で
、
欠
員

一
名
で
す
。

　

日
本
の
議
会
制
度
に
お
い
て
、
審
議
は

委
員
会
を
中
心
に
行
わ
れ
ま
す
。
議
会
開

催
の
初
日
に
議
長
よ
り
請
願
や
陳
情
、
上

程
さ
れ
た
条
例
や
予
算
案
、
決
算
案
な
ど

は
常
任
委
員
会
や
特
別
委
員
会
に
付
託
さ

れ
ま
す
。

　

そ
の
結
果
を
担
当
委
員
長
よ
り
本
会
議

に
報
告
さ
れ
議
決
と
な
り
ま
す
。
委
員
会

段
階
で
賛
成
さ
れ
た
議
案
が
本
会
議
で
否

決
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
滅
多
に
あ
り
ま

せ
ん
。

　

議
会
運
営
委
員
会
は
議
会
運
営
の
要
で

す
。
高
山
村
議
会
で
は
五
名
で
構
成
さ
れ
、

畔
上
孝
一
議
員
が
委
員
長
を
務
め
て
い
ま

す
。
県
、
市
な
ど
の
議
会
で
は
三
期
、
四

期
の
会
派
を
代
表
す
る
中
堅
ベ
テ
ラ
ン
議

員
が
就
く
役
職
で
す
。

　

高
山
村
の
場
合
、
新
人
議
員
二
名
が
委

員
に
な
っ
て
い
ま
す
。
委
員
会
に
は
議
長

も
出
席
し
ま
す
が
、
表
決
権
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

議
会
運
営
委
員
会
の
権
限
は

　

一
、
議
会
の
運
営
に
関
す
る
こ
と

　

二
、
議
会
の
会
議
規
則
、
委
員
会
に
関

　
　
　

す
る
条
例
等
に
関
す
る
事
項

　

三
、
議
長
の
諮
問
に
関
す
る
事
項
に
つ

　
　
　

い
て

　
　
　

①
調
査
を
お
こ
な
う
こ
と

　
　
　

②
議
案
、
陳
情
等
の
審
査
を
行
う

　
　
　
　

こ
と
で
す
。

　

こ
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
自
治
法

一
〇
九
条
の
二
項
に
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

身
近
な
こ
と
で
例
え
れ
ば
、
村
民
あ
る

い
は
村
外
の
皆
さ
ん
よ
り
請
願
や
陳
情
が

提
出
さ
れ
受
付
に
な
り
ま
す
と
、
一
週
間

前
に
開
催
さ
れ
る
議
会
運
営
委
員
会
に
提

出
さ
れ
、
定
例
会
の
正
式
な
議
題
と
な
り

ま
す
。 議

会
運
営
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

次
号
か
ら
、
民
生
産
建
常
任
委
員
会
を
は
じ
め
、
各

委
員
会
を
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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議
会
運
営
に

　
　
　
当
た
っ
て

総
務
文
教
常
任
委
員
会
の
研
修
会

高山村議会議長

　内山　信行

総
務
文
教
常
任
委
員
会
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

涌
井
　
仙
一
郎

　

高
山
村
議
会
は
昨
年
九
月
に
改
選
さ

れ
定
数
一
名
減
の
厳
し
い
ス
タ
ー
ト
と

な
り
ま
し
た
。

　

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
こ
の
現

状
を
議
会
と
し
て
重
く
受
け
止
め
、
議

員
一
丸
と
な
っ
て
議
会
活
動
に
取
り
組

み
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

さ
て
、
議
員
の
一
番
の
役
割
は
、「
村

民
の
皆
様
の
福
祉
の
向
上
」
と
「
安
定

し
た
生
活
基
盤
の
確
立
」
を
図
り
、
地

域
が
発
展
す
る
こ
と
に
全
力
を
尽
く
す

こ
と
が
最
も
大
事
な
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
何
を
ど
う
と
ら
え

て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
行
く
の

か
を
真
剣
に
考
え
る
こ
と
が
ス
タ
ー
ト

に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
と
ら
え
方
に
は
二
つ

　

環
境
に
優
し
い
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の

推
進
と
し
て

　

①
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設

　
　

置
費
に
対
し
て
補
助
金
。

　

②
県
が
管
理
す
る
高
井
ダ
ム
に
お
い
て
、

　
　

発
電
事
業
者
と
共
同
し
て
、
酸
性
水

の
方
法
（
考
え
方
）
が
あ
り
ま
す
。
一

つ
は
私
た
ち
が
生
活
し
て
い
る
高
山
村

の
今
の
現
状
を
正
し
く
理
解
し
、
何
が

問
題
で
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
、
足
元
を
見
つ
め
な
が
ら
考
え
て
行

く
方
法
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
一
つ
目
と
は
反
対
に
、

高
山
村
を
取
り
巻
く
、
日
本
（
或
い
は

世
界
）
の
社
会
・
経
済
等
の
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
広
い
視
点
に

た
っ
て
そ
の
状
況
を
し
っ
か
り
つ
か
む

事
で
す
。

　

そ
う
し
て
外
か
ら
見
つ
め
た
と
き
、

高
山
村
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
考
え
て
行

く
方
法
で
す
。

　

こ
の
二
つ
を
上
手
に
か
ら
め
て
、
取

り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

今
年
は
、
第
五
次
高
山
村
総
合
計
画

の
後
期
計
画
を
検
討
す
る
大
事
な
年
で

す
。

　

前
述
し
た
二
つ
の
方
法
に
よ
り
、
議

会
と
し
て
議
員
と
し
て
、村
に
対
し
て
、

新
し
い
政
策
を
提
案
し
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
、
新
年
の
ス
タ
ー
ト
に

当
た
り
議
長
と
し
て
、
し
っ
か
り
と
し

た
基
盤
を
築
い
て
い
か
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

小
学
校
の
教
育
用
パ
ソ
コ
ン
の
更
新
や

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
ア
レ
ル
ギ
ー
を

も
つ
児
童
に
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
食
を
提
供
す
る
た
め
の
職

員
を
配
置
。

　

公
民
館
図
書
室
で
は
司
書

を
常
駐
す
る
他
、
図
書
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
て
、
土
・
日

曜
日
を
開
館
す
る
な
ど
機
能

の
充
実
。

　

小
林
一
茶
生
誕
二
五
〇
年

記
念
事
業
と
し
て
各
俳
句
大

会
、
一
茶
の
足
跡
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
等
の
イ
ベ
ン
ト
が
数
多

く
催
さ
れ
て
大
勢
の
方
が
来

館
。

一
〇
月
か
ら
新
し
い
常
任
委
員
会
が
構
成
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
総
務
文

教
常
任
委
員
会
の
機
能
が
充
分
発
揮
で
き
る
よ
う
に
各
課
の
所
管
す
る

主
要
施
策
と
そ
の
推
進
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
説
明
を
求
め
、
見
識
を

深
め
ま
し
た
。

総
　
務
　
課

教
育
委
員
会

　
　

で
利
用
が
難
し
い
松
川
の
流
水
を
利

　
　

用
し
た
小
水
力
発
電
開
発
事
業
に
着

　
　

手
。小水力発電所を建設予定の高井砂防ダム。
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る
だ
け
さ
け
、
ど
の
よ
う
に
議

会
で
審
議
さ
れ
た
か
を
中
心

に
、
議
会
の
役
割
や
条
例
な
ど

と
の
関
連
等
々
、
村
民
の
生
活

や
生
産
活
動
に
結
び
付
く
情
報

を
お
伝
え
し
よ
う
と
決
め
ま
し

た
。

　

日
本
の
議
会
制
度
は
委
員
会

制
を
取
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

そ
の
審
議
の
中
身
に
村
民
の
皆

様
が
触
れ
る
こ
と
は
傍
聴
以
外

に
は
滅
多
に
有
り
ま
せ
ん
。

　

皆
様
に
満
足
頂
き
、
違
和
感

を
少
し
で
も
な
く
す
た
め
に
編

集
委
員
は
し
っ
か
り
と
そ
の
役

割
を
果
た
し
て
ま
い
ろ
う
と
決

意
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
皆
様
の

ご
意
見
を
編
集
委
員
会
ま
で
お

届
け
下
さ
い
ま
す
様
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（
梨
本
修
造
）

　

昨
年
、
松
川
渓
谷
の
紅
葉
を

ご
覧
に
な
り
ま
し
た
で
し
ょ
う

か
。
松
川
渓
谷
が
全
国
的
に
有

名
な
観
光
地
と
い
う
事
は
ご
存

知
で
し
ょ
う
。
昨
年
の
紅
葉
は

例
年
に
く
ら
べ
時
期
は
若
干
遅

れ
た
も
の
の
「
近
年
ま
れ
に
見

る
当
た
り
年
」
と
言
わ
れ
た
ほ

ど
、
息
を
の
む
見
事
な
紅
葉
で

し
た
。
昨
年
も
全
国
各
地
か
ら

紅
葉
を
見
に
沢
山
の
観
光
客
に

訪
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

八
月
よ
り
三
か
月
小
布
施
～

山
田
牧
場
間
バ
ス
が
試
験
運
行

さ
れ
、
公
共
交
通
を
使
う
観
光

客
も
渓
谷
を
通
り
、
山
田
牧
場

ま
で
も
行
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
小

布
施
か
ら
の
入
り
こ
み
も
あ
り

ま
し
た
。

　

紅
葉
の
問
い
合
わ
せ
は
春
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
秋
に
近
づ
く

に
つ
れ
件
数
は
増
し
、
一
〇
月

に
入
る
と
現
状
を
聞

く
問
い
合
わ
せ
の

電
話
が
鳴
り
続
き
ま

す
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

郵
送
の
依
頼
か
ら
ア

ク
セ
ス
方
法
、
旅
館

案
内
、
見
所
、
イ
ベ

ン
ト
情
報
、
周
辺
の

観
光
地
に
つ
い
て

等
々
。
昨
年
は
バ
ス
の
運
行
や
、

通
行
規
制
の
情
報
を
必
要
と
思

わ
れ
る
方
に
お
伝
え
す
る
事
を

徹
底
し
ま
し
た
。
窓
口
に
お
い

て
も
、
立
ち
寄
る
順
路
の
相
談
、

温
泉
や
食
事
処
の
案
内
、
お
客

様
が
何
を
求
め
、
必
要
、
重
要

と
す
る
か
を
聞
き
対
応
致
し
ま

す
。
毎
朝
の
現
状
確
認
、
職
員

間
の
情
報
共
有
も
重
要
で
す
。

　

窓
口
で
は
案
内
だ
け
で
は
な

く
、
時
に
は
苦
情
や
指
摘
も
受

け
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
高
山

村
で
得
た
感
動
を
告
げ
ら
れ
る

こ
と
の
ほ
う
が
は
る
か
に
多
い

で
す
。「
素
晴
ら
し
か
っ
た
」「
気

持
ち
よ
か
っ
た
」「
美
味
し
か
っ

た
」
そ
こ
に
「
ま
た
来
ま
す
」

と「
あ
り
が
と
う
」が
加
え
ら
れ
、

私
た
ち
も
感
激
す
る
こ
と
が
多

い
日
々
で
し
た
。

　

高
山
村
に
訪
れ
る
観
光
客
は

年
間
お
よ
そ
五
〇
万
人
。
そ
の

中
で
観
光
協
会
に
電
話
を
し
た

　

昨
年
九
月
の
村
議
会
議
員
選

挙
を
受
け
て
議
会
の
編
成
も
変

わ
り
、
議
会
報
編
集
特
別
委
員

会
も
新
し
い
委
員
で
担
当
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
昨
年
の
村
議
会
議
員

の
選
挙
で
示
さ
れ
た
村
民
の
意

志
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
か
、
大
い
に
検
討
の
余
地
の

あ
る
と
こ
ろ
で
す
。
村
民
が
議

会
に
対
し
て
あ
き
ら
め
や
違
和

感
を
い
だ
い
て
い
る
と
す
る

と
、
こ
れ
を
解
消
す
る
こ
と
も
、

議
会
報
の
大
き
な
役
割
で
す
。

　

新
委
員
に
よ
る
検
討
会
議
の

結
果
、「
広
報
た
か
や
ま
」
で

報
道
さ
れ
て
い
る
部
分
は
で
き

☆
昨
秋
の
観
光
客
の
動
向
と

　
　
　
　
観
光
案
内
に
つ
い
て
☆

黒
部
区信

州
高
山
温
泉
郷
観
光
協
会

湯
本
　
　
恵

声★★

わ
た
し
の
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者

　

議　

長　

内
山　

信
行

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

梨
本　

修
造

　

副
委
員
長　

西
條　

正
純

　

委　

員　

松
本　
　

茂

　

委　

員　

酒
井　

康
臣

　

委　

員　

山
嵜　

秀
治

と
い
う
方
も
窓
口
で
案
内
を
う

け
る
方
も
ご
く
わ
ず
か
で
す
が
、

日
々
の
情
報
発
信
と
情
報
収
集
、

あ
そ
こ
に
行
け
ば
、
あ
そ
こ
に

聞
け
ば
と
い
う
ニ
ー
ズ
に
対
し

て
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

私
達
職
員
は
「
お
・
も
・
て
・
な
・

し
」
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
誠
意

を
も
っ
た
対
応
を
心
が
け
た
い

と
思
い
ま
す
。

美しい紅葉に囲まれた八滝
2013 年 10 月 29 日


